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実世界情報学科 ディプロマ・ポリシー 

実世界情報学科では、情報科学部ディプロマポリシーに基づき、専門学術の基礎と実践力を継承できるよう、

学科として下記に掲げる能力を備えていると判断できる学生に対して卒業を認定する。 

 

(A)  実世界情報技術が社会に及ぼす影響や技術者の社会的役割、責務などを理解し、適切に判断して行動がで

きる。〔技術者倫理の習得〕 

(B)  実世界からの情報取得・分析技術、及び実世界へのインタラクション技術に関連する理工学の基礎知識を

持ち、専門的な技術の理解につなげられる。〔基礎知識の習得と活用能力〕 

(C)  実世界からの情報取得・分析技術、及び実世界へのインタラクション技術を修得し、これらを現実の問題

解決に応用できる。〔専門知識の習得と問題解決への応用能力〕 

(D)  課題を解決するために、情報を収集、整理、分析し、問題解決のための計画、方策を立案して推進できる。

〔問題の設定と解決能力〕 

(E)  技術文書の作成、発表、討論において、正確かつ論理的に情報を伝えるコミュニケーション能力を持つと

ともに、他者と協働して活動できる。〔他者と協働できる能力〕 
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